
JP 5174313 B2 2013.4.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性顔料ペーストの総量に対して、
（Ａ）少なくとも１種類の金属顔料１５～４０質量％、
（Ｂ）（Ｃ1～Ｃ6）－アルキル（メタ）アクリラートと（メタ）アクリル酸とをベースと
する少なくとも１種類のメタクリラート共重合体からの少なくとも１種類の会合作用のな
い増粘剤０．４５～０．７５質量％、
（Ｃ）少なくとも１種類の有機アミン０．１～０．４質量％、
（Ｄ）少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤０．５～８質量％及び
（Ｅ）水少なくとも５０質量％
を含有し、（Ｄ）非イオン性界面活性剤としてヒドロキシル価７３～８３ｍｇＫＯＨ／ｇ
及び鹸化価５６～６２を有する水系のためのシリコーンを含まない界面活性レベリング助
剤を使用する、バインダー及び練摩樹脂を含まない水性顔料ペースト。
【請求項２】
　増粘剤（Ｂ）は少なくとも２種類の異なる（Ｃ1～Ｃ6）－アルキル（メタ）アクリラー
ト単量体を重合によって組み込み含有することを特徴とする、請求項１記載の顔料ペース
ト。
【請求項３】
　増粘剤（Ｂ）は、その総量に対して、メタクリル酸４０～６０質量％を重合によって組
み込み含有することを特徴とする、請求項１又は２記載の顔料ペースト。
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【請求項４】
　有機アミン（Ｃ）は第三アミンのグループから選択されることを特徴とする、請求項１
から３までのいずれか１項記載の顔料ペースト。
【請求項５】
　第三アミン（Ｃ）はヒドロキシアルキルアミンのグループから選択されることを特徴と
する、請求項４記載の顔料ペースト。
【請求項６】
　ヒドロキシアルキルアミン（Ｃ）はジメチルエタノールアミンであることを特徴とする
、請求項５記載の顔料ペースト。
【請求項７】
　金属顔料（Ａ）はアルミニウム顔料であることを特徴とする、請求項１から６までのい
ずれか１項記載の顔料ペースト。
【請求項８】
　顔料ペーストの総量に対して、少なくとも５２質量％の水を含有することを特徴とする
、請求項１から７までのいずれか１項記載の顔料ペースト。
【請求項９】
　顔料ペーストの総量に対して、
（Ａ）アルミニウム顔料３４質量％
（Ｂ）（Ｃ1～Ｃ6）－アルキル（メタ）アクリラートと（メタ）アクリル酸とをベースと
する少なくとも１種類のメタクリラート共重合体からの会合作用のない増粘剤０．５３質
量％、
（Ｃ）有機アミン０．２２質量％、
（Ｄ）非イオン性界面活性剤０．６１質量％、
（Ｅ）水５４質量％
を含有し、（Ｄ）非イオン性界面活性剤としてヒドロキシル価７３～８３ｍｇＫＯＨ／ｇ
及び鹸化価５６～６２を有する水系のためのシリコーンを含まない界面活性レベリング助
剤を使用することを特徴とする、請求項１から８までのいずれか１項記載の顔料ペースト
。
【請求項１０】
　効果付与する又は着色及び効果付与する水性被覆材料の製造のための、請求項１から９
までのいずれか１項記載の、バインダー及び練摩樹脂を含まない水性顔料ペーストの使用
。
【請求項１１】
　水性被覆材料は水性塗料であることを特徴とする、請求項１０記載の使用。
【請求項１２】
　水性被覆材料は効果付与する又は着色及び効果付与する多層塗装の製造に使用されるこ
とを特徴とする、請求項１０又は１１記載の使用。
【請求項１３】
　効果付与する又は着色及び効果付与する水性被覆材料を製造するにあたり、少なくとも
１種類の顔料ペーストが、少なくとも１種類の水溶性及び／又は分散可能なバインダーを
含有する少なくとも１種類の水性の混合塗料と混合され、及び生じる混合物は均質化され
る方法において、請求項１から９までのいずれか１項記載の、少なくとも１種類の、バイ
ンダー及び練摩樹脂を含まない水性顔料ペーストは、生じる効果付与する又は着色及び効
果付与する水性被覆材料が、水性被覆材料の総量に対して
－少なくとも１種類の金属顔料（Ａ）０．１～６質量％
－（Ｃ1～Ｃ6）－アルキル（メタ）アクリラートと（メタ）アクリル酸とをベースとする
少なくとも１種類のメタクリラート共重合体からの少なくとも１種類の会合作用のない増
粘剤（Ｂ）０．０５～２質量％及び
－少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤（Ｄ）０．０２～２．４質量％
を含有するような量で使用され、（Ｄ）非イオン性界面活性剤としてヒドロキシル価７３
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～８３ｍｇＫＯＨ／ｇ及び鹸化価５６～６２を有する水系のためのシリコーンを含まない
界面活性レベリング助剤を使用することを特徴とする、効果付与する又は着色及び効果付
与する水性被覆材料の製造方法。
【請求項１４】
　エチレン性不飽和単量体の、ランダム、交互、及びブロック式に合成された、線形、分
枝及び櫛型に合成された（共）重合体又は重付加樹脂及び／又は重縮合樹脂からなるグル
ープからバインダーが選択されることを特徴とする、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　エチレン性不飽和単量体の（共）重合体は、（メタ）アクリラート（共）重合体及び部
分的に鹸化されたポリビニルエステル、殊に（メタ）アクリラート共重合体からなるグル
ープから、及び重付加樹脂及び／又は重縮合樹脂はポリエステル、アルキド、ポリウレタ
ン、ポリラクトン、ポリカーボネート、ポリエーテル、エポキシ樹脂－アミン－付加化合
物、ポリ尿素、ポリアミド、ポリイミド、ポリエステル－ポリウレタン、ポリエーテル－
ポリウレタン又はポリエステル－ポリエーテル－ポリウレタン、殊にポリエステル－ポリ
ウレタンからなるグループから選択されることを特徴とする、請求項１４記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は新規の金属顔料、殊にアルミニウム顔料を含有する、バインダー及び練摩樹脂
を含まない水性顔料ペーストに関する。更に本発明は、新規の、金属顔料を含有する、バ
インダー及び練摩樹脂を含まない水性顔料ペーストの、効果付与する水性被覆材料の製造
のための使用に関する。更に本発明は、効果付与する水性被覆材料の新規の製造方法に関
する。
【０００２】
　水性塗料中の金属効果顔料又はアルミニウム効果顔料の使用はそれ自体以前から公知で
ある。
【０００３】
　機械的な作用に比較的敏感であるために金属顔料、殊にアルミニウム顔料は水性被覆材
料、殊に水性塗料に混入する場合に問題を引き起こす。
【０００４】
　金属顔料は通常は有機溶剤中でバインダーあり又はなしでペースト化又は練摩される。
【０００５】
　前述の顔料ペーストは最大で数日の非常に限定された貯蔵安定性しか有しないことも欠
点である。その後でこれは沈殿し、ピンホール及び凝結を形成し、これらは着色及び／又
は効果付与する多層塗装の品質を、特にくもり形成によって低下させる。自動車製造者の
場合のラインでの大工業的な塗装のためにも不十分な貯蔵安定性は大きな問題である。従
って、経済的な理由からは望ましいのだが、顔料ペーストはより大量のストックで製造さ
れることは不可能である。顔料ペーストの輸送安定性もまた強く望まれているままである
。これによって、最適な製造条件を有する製造場所において顔料ペーストを製造し、顧客
に輸送するという可能性が失われる。更に水性塗料の後着色のためには顔料ペーストはそ
のつど新規に製造されなくてはならない。
【０００６】
　本発明の課題は、新規の、金属顔料殊にアルミニウム顔料を含有する水性顔料ペースト
を準備することであり、前記水性顔料ペーストは先行技術の欠点をもはや示さず、有機溶
剤、添加剤及びポリマーバインダーに関して可能な限り少ない含有量の場合に安定で、貯
蔵安定で、輸送安定で、金属顔料を損傷することなく単純な方法で製造可能である。特に
新規の、金属顔料を含有する水性顔料ペーストは３ヶ月まで沈殿せずに、及びピンホール
及び凝結を形成せずに、貯蔵安定であることが好ましい。
【０００７】
　新規の、金属顔料を含有する水性顔料ペーストは最適な条件を提供する製造場所におい
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て製造され、顧客に、殊に自動車製造者に輸送されることが好ましい。このような方法で
は、保管のための費用が著しく減少されることが好ましい。更に、新規の、金属顔料を含
有する水性顔料ペーストは塗装装置の環状の配管において、これが損なわれることなく問
題なく剪断されることが好ましい。
【０００８】
　新規の、金属顔料を含有する水性顔料ペーストは貯蔵安定で、輸送安定で、色調が安定
した、効果が安定した及び容易に塗装可能な水性被覆材料、殊に水性塗料の製造を可能に
し、自動車品質（参照、これについてヨーロッパ特許明細書ＥＰ０３５２２９８　Ｂ１、
１５頁４２行～１７頁４０行）の優れた着色及び／又は効果付与する多層塗装を提供する
ことが好ましい。
【０００９】
　それに応じて、水性顔料ペーストの総量に対して、次の成分：
（Ａ）少なくとも１種類の金属顔料１５～４０質量％、
（Ｂ）（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（メタ）アクリラートと（メタ）アクリル酸とをベース
とする少なくとも１種類のメタクリラート共重合体からの少なくとも１種類の非会合性作
用のある増粘剤０．４５～０．７５質量％、
（Ｃ）少なくとも１種類の有機アミン０．１～０．４質量％、
（Ｄ）少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤０．５～８質量％及び
（Ｅ）少なくとも水５０質量％
を含有する、新規の、金属顔料を含有する、バインダー及び練摩樹脂を含まない水性顔料
ペーストが見出され、以下に「本発明による顔料ペースト」として呼ばれる。
【００１０】
　本発明による顔料ペーストは更に、一般に顔料ペースト及び／又は被覆材料において使
用される更なる成分及び添加物の全てを含有してもよい。
【００１１】
　更に、効果付与する、特に着色及び効果付与する水性被覆材料の製造のための本発明に
よる顔料ペーストの新規の使用が見出され、これは以下に「本発明による使用」として呼
ばれる。
【００１２】
　更に、効果付与する又は着色及び／又は効果付与する水性被覆材料の新規の製造方法が
見出され、この方法の場合、少なくとも１種類の顔料ペーストが、少なくとも１種類の水
溶性及び／又は分散可能なバインダーを含有する少なくとも１種類の水性混合塗料と混合
され、及び生じる混合物は均質化させられ、この場合少なくとも１種類の本発明による顔
料ペーストは、生じる効果付与する又は着色及び効果付与する水性被覆材料が、水性被覆
材料の総量に対して
－少なくとも１種類の金属顔料（Ａ）０．１～６質量％、
－（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（メタ）アクリラートと（メタ）アクリル酸とをベースとす
る少なくとも１種類のメタクリラート共重合体からの少なくとも１種類の非会合性作用の
ある増粘剤（Ｂ）０．０５～２質量％及び
－少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤（Ｄ）０．０２～２．４質量％
を含有するような量で混合塗料と混合される。
【００１３】
　以下には効果付与する被覆材料の新規の製造方法が「本発明による方法」として呼ばれ
る。
【００１４】
　本発明の基礎となる課題は本発明による顔料ペーストによって解決されることが可能で
、この場合前記顔料ペーストが先行技術の導入部で前述された欠点を示さなかったことは
、先行技術を顧慮して意外であり、当業者にとって予測できなかった。
【００１５】
　本発明による顔料ペーストは金属顔料の損傷なく単純な方法で製造することが可能であ
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った。この場合前記顔料ペーストはほぼ又は完全に有機溶剤、バインダー及び練摩樹脂を
含まなかった。また、添加剤に関して比較的少量しか添加されなかった。それにも関わら
ず、本発明による顔料ペーストは意外にも安定で、輸送安定で及び貯蔵安定であった。殊
に意外なことに、本発明による顔料ペーストは３ヶ月まで沈殿なしに、及びピンホール及
び凝結の形成なしに貯蔵安定であった。
【００１６】
　本発明による顔料ペーストは最適な条件を提供した製造場所において製造され、及び顧
客に、殊に自動車製造者に輸送されることが可能であった。このような方法では、顧客に
おける保管のための費用は著しく減少されることが可能であった。更に、本発明による顔
料ペーストは塗装装置の環状の配管において問題なく、これが損なわれることなく剪断さ
れることが可能であった。
【００１７】
　意外にも本発明による顔料ペーストは貯蔵安定で、輸送安定で、色調が安定した、効果
が安定した及び容易に塗装可能な水性被覆材料、殊に水性塗料を提供する。
【００１８】
　水性塗料は、自動車品質の、優れた効果付与する又は着色及び効果付与する多層塗装の
製造を可能にする。ヨーロッパ特許明細書ＥＰ０３５２２９８　Ｂ１、１５頁、４２行～
１７頁、１４行に従って、このことは前述の多層塗装は以下を示すことを意味する。
（１）高い光沢
（２）高いイメージ識別性
（３）高い及び均質な隠ぺい力
（４）均一な乾燥層の厚さ
（５）高い耐ガソリン性
（６）高い耐溶剤性
（７）高い耐酸性
（８）高い硬度
（９）高い耐摩耗性
（１０）高い耐引掻性
（１１）高い耐衝撃性
（１２）高い中間層付着及び基板への付着及び
（１３）高い天候安定性及び耐ＵＶ性
　本発明による顔料ペーストはバインダー及び練摩樹脂を含まない。「バインダー」の概
念はＲｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｇ
ｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９
９８、「Ｂｉｎｄｅｍｉｔｔｅｌ」、７３～７４頁に指摘されている。練摩樹脂は顔料ペ
ースト又は顔料調製物（参照、Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄ
ｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ
、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９９８、「Ｐｉｇｍｅｎｔｐｒａｅｐａｒａｔｉｏｎｅｎ」、４
５２頁）の製造のために、顔料の練摩（「Ａｎｒｅｉｂｅｎ」３４頁）に用いられる。練
摩樹脂は顔料の分散のために殊に高い能力を示すバインダーである。
【００１９】
　本発明の枠内では「バインダー及び練摩樹脂を含まない」とは、本発明による顔料ペー
ストはバインダー及び練摩樹脂を含有しないことを意味する。
【００２０】
　特に本発明による顔料ペーストは有機溶剤をも含まない。これは、本発明による顔料ペ
ーストは有機溶剤に関して非常に少量しか含有しないため、本発明による顔料ペーストの
適用技術の特性はこれによって影響されず、殊に不利には影響を及ぼされないことを示す
。特に、有機溶剤に関する含有量は本発明による顔料ペーストに対して、１０より少なく
、有利には５より少なく、及び殊に有利には１質量％より少なく、殊に有機溶剤の検出限
度より少ない。
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【００２１】
　本発明による顔料ペーストは少なくとも１種類の金属顔料（Ａ）及び特に少なくとも２
種類、有利には少なくとも３種類、及びとりわけ２種類の金属顔料（Ａ）を含有する。金
属顔料とは、細かい、大抵は小片状の金属顔料で、これは粉末又は顔料ペーストとして市
販されている。金属効果顔料と、機能的な課題を満たす金属効果顔料、例えば腐蝕保護の
ため、伝導性顔料としての又は電磁波に対する保護のため（ＥＭＩシールド）の金属効果
顔料は区別される、表参照。小片状の金属効果顔料（フレーク）の他に球状の粒子を有す
る粉塵（亜鉛粉塵、鉛粉塵）及び樹枝状の銅粉末がある（参照、Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉ
ｋｏｎ　Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖ
ｅｒｌａｇ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９９８、３８１頁「Ｍｅｔａｌ
ｌｐｉｇｍｅｎｔｅ」）。
【００２２】
【表１】

【００２３】
　金属顔料（Ａ）は本発明による顔料ペースト中で、その総量に対して１５～４０及び特
に２２質量％の量で含有されている。この場合、金属顔料は有利にはアルミニウム顔料で
ある。
【００２４】
　アルミニウム顔料（アルミニウム青銅、銀青銅）とは、最低純度９９．５％（ＤＩＮ　
ＥＮ５７３－３；１９９４－１２）の一次アルミニウム又は最低純度９９．９５％の純ア
ルミニウムから、Ｈａｌｌ方法又はＨａｍｅｔａｇ方法に従って製造される小片状金属効
果顔料と解釈される。アルミニウム顔料は、例えば自動車上塗り塗料、ハンマートーン塗
料、クロム効果塗料、特に効果塗料において並びに印刷インキにおいて効果付与（金属効
果）に用いられる。これらはしかし機能性顔料としても、腐蝕防止被覆（バリアー作用）
、反射塗料、特に特別分野において使用される。比較的新規な作用は効果顔料で、これら
の場合アルミニウム小片は酸化鉄の薄い層で覆われている（酸化鉄－アルミニウム顔料）
。これらの層における干渉によって、金属効果の他に着色効果も生じる（参照、Ｒｏｅｍ
ｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｇｅｏｒｇ　Ｔ
ｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９９８、２４頁
「Ａｌｕｍｉｎｉｕｍ－Ｐｉｇｍｅｎｔｅ」）。
【００２５】
　更に本発明による顔料ペーストは、以下のような付加的な顔料が本発明による顔料ペー
ストの適用技術の特性を不利に影響しない限りは、少なくとも１種類の、金属顔料（Ａ）
とは異なる顔料を更に含有していてもよい。これは特に有機及び無機の、着色性、光学的
効果付与性、導電性、磁性、磁性保護性、蛍光性、りん光性、腐蝕防止性及び充填性顔料
からなるグループ、これらの特性の少なくとも２種類を示す顔料、及びナノ粒子から選択
されてもよい。特に本発明による顔料ペーストは更なる顔料を含有しない。
【００２６】
　本発明による顔料ペーストは、その総量に対して、（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（メタ）
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アクリラートと（メタ）アクリル酸、殊にメタクリル酸とをベースとする少なくとも１種
類のメタクリラート共重合体からの少なくとも１種類、殊に１種類の非会合性作用のある
増粘剤０．４５～０．７５殊に０．５～０．７質量％を含有する。特に増粘剤（Ｂ）は少
なくとも２種類の異なる（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（メタ）アクリラート単量体を重合に
よって組み込み含有している。有利にはこれはその総量に対して、メタクリル酸４０～６
０質量％を重合によって組み込み含有している。殊に増粘剤（Ｂ）は水性の分散液の形で
使用される。特に有利には増粘剤（Ｂ）の分散液が、例えばドイツ国特許明細書ＤＥ１９
６５２８４２　Ａ１、３欄、４２行～４欄、４行又はＤＥ１９７４１５５４　Ａ１、２欄
、５４行～３欄、１５行に記載されたように使用される。とりわけ殊に有利には、Ａｌｌ
ｉｅｄ社の商品名Ｖｉｓｃａｌｅｘ（Ｒ）ＨＶ３０で販売され、増粘剤（Ｂ）に関して含
有量３０質量％を有する、増粘剤（Ｂ）の水性の分散液が使用される。
【００２７】
　本発明による顔料ペーストは、その総量に対して、０．１～０．４、殊に０．２～０．
３質量％の少なくとも１種類、殊に１種類の有機アミン（Ｃ）を含有する。特にこのアミ
ン（Ｃ）は第三アミン、特に第三アルキルアミン、とりわけ第三ヒドロキシアルキルアミ
ンのグループから選択される。適した第三ヒドロキシアルキルアミンの例は、トリエタノ
ールアミン、メチルジエタノールアミン及びジメチルエタノールアミン、殊にジメチルエ
タノールアミンである。
【００２８】
　本発明による顔料ペーストは更にその総量に対して、０．５～８、殊に０．６１質量％
の少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤を含有する。本発明により非イオン性界面活
性剤（ニオテンシド）（参照、Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄ
ｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ、１９９８、４１０頁
「Ｎｉｏｔｅｎｓｉｄｅ」）とは、界面活性剤が考慮にいれられ、その親水性はポリエー
テル鎖、ヒドロキシル基、カルボン酸アミド基、ウレタン基及び／又はエステル基により
調整されている。ニオテンシドは市販の製品であり、例えばＴｅｇｏ社の商品名Ｔｅｇｏ
ｄｉｓｐｅｒｓ（Ｒ）７４０で、Ｃｏｇｎｉｓ社の商品名Ｈｙｄｒｏｐａｌａｔ（Ｒ）３
０３７で、又はＡｋｚｏ社の商品名Ｓｅｔａｌｕｘ（Ｒ）６８０２　ＡＱ４で販売されて
いる。特にＴｅｇｏｄｉｓｐｅｒｓ（Ｒ）７４０及びＨｙｄｒｏｐａｌａｔ（Ｒ）３０３
７が使用される。Ｈｙｄｒｏｐａｌａｔ（Ｒ）３０３７は、ヒドロキシル価７３～８３ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ及び鹸化価（ＤＧＦ　Ｃ－Ｖ３）５６～６２を有する水系のための、シリコ
ンを含まない界面活性レベリング助剤である。Ｔｅｇｏｄｉｓｐｅｒｓ（Ｒ）７４０は非
イオン性の、修飾された脂肪酸誘導体で、これは芳香族化合物エトキシラート、アミンエ
トキシラート、及びノニルフェノールエトキシラートを含まない。特に適しているのはＳ
ｕｒｆｙｎｏｌである。
【００２９】
　本発明による顔料ペーストは更に、その総量に対して少なくとも５０、有利には少なく
とも５２、殊に有利には５４質量％の水を含有している。
【００３０】
　そのうえ、本発明による顔料ペーストは更に常用及び公知の添加剤、例えば塗料で常用
されている添加剤を含有してもよい。しかし本発明による顔料ペーストの特別な利点は、
本発明による顔料ペーストが本発明による利点を達成するのに、更なる添加剤を含有しな
くてもよいことである。
【００３１】
　本発明による顔料ペーストの製造は方法的な特徴を有さず、顔料ペースト又は顔料調合
物の常用及び公知の製造方法に従って、適した混合装置、例えば撹拌槽、ディゾルバー、
ウルトラチュラックス（Ｕｌｔｒａｔｕｒｒａｘ）、インラインディゾルバー、撹拌ミル
、ビーズミル、又は押出機中で、前述に記載の成分の混合によって行う。この場合当業者
はその一般的な専門知識に基づいて、そのつど分散されるべき金属顔料（Ａ）が損なわれ
ないように方法及び装置を選択してもよい。
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【００３２】
　本発明に従って、本発明による顔料ペーストは効果付与する又は着色及び効果付予する
水性被覆材料、殊に水性塗料の製造のために使用される。
【００３３】
　これに対して、本発明による顔料ペーストは少なくとも１種類の水性混合塗料と混合さ
れ、その後、生じる混合物は均質化される。特にこのために、前述に記載された方法及び
装置が使用される。
【００３４】
　混合塗料は少なくとも１種類の水溶性及び／又は分散可能なバインダーを含有する。特
にエチレン性不飽和単量体の、ランダム、交互、及びブロック式に合成された、線形、分
枝及び櫛型に合成された（共）重合体又は重付加樹脂及び／又は重縮合樹脂からなるグル
ープからバインダーが選択される。これらの概念対してＲｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ　
Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｇｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａ
ｇ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９９８、４５７頁「Ｐｏｌｙａｄｄｉｔ
ｉｏｎ」及び「Ｐｏｌｙａｄｄｉｔｉｏｎｓｈａｒｚｅ（Ｐｏｌｙａｄｄｕｋｔｅ）」並
びに４６３頁及び４６４頁、「Ｐｏｌｙｋｏｎｄｅｎｓａｔｅ」、「Ｐｏｌｙｋｏｎｄｅ
ｎｓａｔｉｏｎ」及び「Ｐｏｌｙｋｏｎｄｅｎｓａｔｉｏｎｓｈａｒｚｅ」、並びに７３
頁及び７４頁、「Ｂｉｎｄｅｍｉｔｔｅｌ」が参照される。
【００３５】
　特にエチレン性不飽和単量体の（共）重合体は（メタ）アクリラート（共）重合体及び
部分的に鹸化されたポリビニルエステル、殊に（メタ）アクリラート（共）重合体からな
るグループから、及び重付加樹脂及び／又は重縮合樹脂はポリエステル、アルキド、ポリ
ウレタン、ポリラクトン、ポリカーボネート、ポリエーテル、エポキシ樹脂－アミン－付
加化合物、ポリ尿素、ポリアミド、ポリイミド、ポリエステル－ポリウレタン、ポリエー
テル－ポリウレタン又はポリエステル－ポリエーテル－ポリウレタン、殊にポリエステル
－ポリウレタンからなるグループから選択される。
【００３６】
　とりわけ殊に有利には、例えば常用及び公知の水性塗料において使用されるバインダー
が使用される。これらの種類のバインダーは例えばドイツ国特許明細書ＤＥ１９６５２８
４２　Ａ１、２欄、５３行～３欄、４６行及びドイツ国特許明細書ＤＥ１９９１４８９６
　Ａ１、５欄、３４行～１１欄、５行に記載される。
【００３７】
　バインダーは水性塗料ための常用及び公知の量において混合塗料中で使用される。
【００３８】
　混合塗料は更に常用及び公知の硬化剤及び添加剤を、常用及び公知の量において含有し
ていてもよく、これは例えばドイツ国特許明細書ＤＥ１９９１４８９６　Ａ１、１１欄、
６行～１６欄、１６行において記載される。
【００３９】
　本質的には、本発明による顔料ペーストは本発明による方法の場合に、生じる効果付与
する又は着色及び効果付与する水性被覆材料が、水性被覆材料の総量に対して
－少なくとも１種類の金属顔料（Ａ）０．１～６質量％、
－（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（メタ）アクリラートと（メタ）アクリル酸とをベースとす
る少なくとも１種類のメタアクリラート共重合体からの少なくとも１種類の非会合性作用
のある増粘剤（Ｂ）０．０５～２質量％及び
－少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤（Ｄ）０．０２～２．４質量％
を含有するような量で使用される。
【００４０】
　生じる水性被覆材料、殊に水性塗料は、物理的に、熱的に自己架橋して及び／又は自己
以外と架橋して、化学線によって又は熱及び化学線によって、硬化してもよい。化学線と
は、近赤外線（ＮＩＲ）、可視光、ＵＶ線又はＸ線で、殊にＵＶ線、並びに粒子線、例え
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ば電子線を理解してよい。熱及び化学線による硬化は当業者によってデュアルキュアとし
ても呼ばれている。
【００４１】
　特に水性塗料は、下塗り塗装された又は下塗り塗装されていない支持体上の、効果付与
する又は着色及び効果付与する多層塗装の製造のために使用される。
【００４２】
　支持体とは、塗装しうる表面の全てが考慮に入り、前記表面は熱又は熱及び化学線の適
用下で、この上にある塗装の硬化によって損なわれない。適した支持体は例えば金属、プ
ラスチック、木材、セラミック、石材、織物、不織布、皮革、ガラス、ガラス繊維、ガラ
スウール及び岩綿、鉱物結合建材及び樹脂結合建材、例えば石膏板及びセメント板、又は
屋根瓦、並びにこれらの材料の複合材料からなる。これらの材料の表面はすでに前塗りま
たは前被覆されていてもよい。
【００４３】
　これに応じて水性塗料は、自動車ボディ及びこれに関した部材、内部の範囲及び外部の
範囲における自動車、内部の範囲及び外部の範囲における建築物、ドア、窓及び家具の塗
装のために適していて、並びに工業的塗装の枠内では、プラスチック部材、殊に透明なプ
ラスチック部材、小部材、コイル、容器、包装材、電気化学的な部品及び白物のための塗
装並びに中空のガラス製品の被覆のために殊に良好に適している。
【００４４】
　水性塗料は、自動車、殊に乗用車のオリジナル塗装（ＯＥＭ）及び補修塗装のためにと
りわけ殊に良好に適している。
【００４５】
　導電性支持体の場合には、下塗り塗装が使用されてもよく、これは常用及び公知の方法
で電着塗装（ＥＴＬ）から製造されてもよい。このためにはアノード（ＡＴＬ）及びカソ
ード（ＫＴＬ）電着塗装、しかし殊にＫＴＬが考慮される。
【００４６】
　下塗り塗装された又は下塗り塗装されていないプラスチック、例えばＡＢＳ、ＡＭＭＡ
、ＡＳＡ、ＣＡ、ＣＡＢ、ＥＰ、ＵＦ、ＣＦ、ＭＦ、ＭＰＦ、ＰＦ、ＰＡＮ、ＰＡ、ＰＥ
、ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ、ＬＬＤＰＥ、ＵＨＭＷＰＥ、ＰＥＴ、ＰＭＭＡ、ＰＰ、ＰＳ、Ｓ
Ｂ、ＰＵＲ、ＰＶＣ、ＲＦ、ＳＡＮ、ＰＢＴ、ＰＰＥ、ＰＯＭ、ＰＵＲＲＩＭ、ＳＭＣ、
ＢＭＣ、ＰＰ－ＥＰＤＭ及びＵＰ（ＤＩＮ７７２８Ｔ１に従った略称）並びにそれらのポ
リマーブレンド、又はこれらのプラスチックで製造された繊維強化複合材料も、本発明に
よる被覆で塗装されてもよい。
【００４７】
　機能化されていない及び／又は無極性の支持体表面の場合には、これらは被覆の前に公
知の方法で、例えばプラズマで又は火炎で下処理させるか又はハイドロプライマーが供給
されてもよい。
【００４８】
　多層塗装は様々な方法で製造されてもよい。有利にはドイツ国特許明細書ＤＥ１９９３
０６６４　Ａ１、１５頁３６行～５８行、又はドイツ国特許明細書ＤＥ１９９１４８９６
　Ａ１、２欄、１５行～３欄、２４行及び１６欄、５４行～１８欄、５４行に記載された
ウェットオンウェット方法が使用される。
【００４９】
　この場合常用及び公知の方法及び装置が、被覆材料、殊に水性被覆材料の塗装及び硬化
のために適用される。
【００５０】
　本発明による顔料ペーストにおける金属顔料（Ａ）の優れた分散及びその貯蔵安定性に
基づき、最終的に優れた色調安定性及び光学的効果安定性の多層塗装が生じる。多層塗装
は従って高級乗用車のオリジナル塗装及び補修塗装のために有利に使用されてもよい。有
利には本発明による被覆材料はその総量に対して、顔料ペースト０．２５～２０質量％を
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【００５１】
　実施例
　顔料を含まない被覆組成物Ｂ１の製造
水性のバインダー混合物５７．４ｋｇを水性のメラミン樹脂スラリー１２．３ｋｇ及びア
クリラート樹脂添加物１．８ｋｇと混合した。
これらの混合物を更に常用の添加物全部で６ｋｇ、市販のつや消しペースト１ｋｇ及びタ
ルクペースト３ｋｇと混ぜ、完全に混合した。引き続き更に水４．５ｋｇ及びポリウレタ
ン増粘剤０．５ｋｇと混ぜ、再度撹拌した。
【００５２】
　本発明による顔料ペーストＢ２の製造
　本発明による顔料ペーストの製造のために次のように行った（１００分率の記載は質量
％である）：
第１に水１．８ｋｇ（１５％）をＶｉｓｃａｌｅｘＨＶ３０　０．２１ｋｇ（１．７５％
）と混合した。それから更なる水４．６８ｋｇ（３９％）を添加し、その後に１０％ジメ
チルエタノールアミン溶液０．２６ｋｇ（２．１７％）と混ぜた。次にＳｕｒｆｙｎｏｌ
０．７ｋｇ（５．８３％）及びＨｙｄｒｏｐａｌａｔ３０３７　０．２５ｋｇ（２．１％
）を添加した。
総混合物をそれから２０分間撹拌した。
次にクロメート処理された６５％アルミニウムペースト４．１ｋｇ（３４．１５％）を添
加し、生じる混合物を更なる３０分間撹拌した。
【００５３】
　顔料化された被覆組成物Ｂ３の製造
顔料を含まない被覆組成物Ｂ１　８６質量％に、本発明による顔料ペーストＢ２　１２質
量％を添加し、両方の成分を水２ｋｇ（２％）の混入下で十分に混合した。
【００５４】
　生じる顔料化された被覆組成物はほぼ溶媒を含まず、非常に良好に輸送安定で、優れた
貯蔵安定性を示した。
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